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教
区
長
あ
い
さ
つ

教
区
長
あ
い
さ
つ

新
年
を
迎
え
ら
れ
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
教
祖
百
四
十
年
祭
を
め
ざ
す
三
年
千
日
の
一
年
目
に

あ
た
り
、
教
区
支
部
活
動
の
上
に
、
中
で
も
第
一
回
目
の
よ
う
ぼ

く
一
斉
活
動
日
に
ご
尽
力
下
さ
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 新

年
を
迎
え
ら
れ
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
教
祖
百
四
十
年
祭
を
め
ざ
す
三
年
千
日
の
一
年
目
に

あ
た
り
、
教
区
支
部
活
動
の
上
に
、
中
で
も
第
一
回
目
の
よ
う
ぼ

く
一
斉
活
動
日
に
ご
尽
力
下
さ
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

神
田

尚
久

神
田

尚
久

愛
媛
教
区
長

愛
媛
教
区
長

現
在
、
教
区
の
実
行
委
員
会
で
は
、
六
月
の
第
二
回
目
の
開

催
に
向
け
て
、
教
区
独
自
の
『
稿
本
天
理
教
教
祖
伝
』
に
学
ぶ

動
画
の
作
成
に
取
り
掛
か
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
昨
年
九
月
の
天
理
時
報
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
よ
う
に
、

教
区
管
内
十
三
支
部
の
支
援
に
な
れ
ば
と
企
画
し
た
も
の
で
、

初
回
は
八
会
場
で
上
映
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
く
ま
で
も
各
会

場
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
立
案
の
援
助
と
す
る
も
の
で
す
の
で
、
そ
れ

ぞ
れ
各
支
部
に
お
い
て
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
行
事
内
容
を
検
討

す
る
中
に
、
採
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
は
、
教
祖
年
祭
活
動
の
実
践
を

趣
旨
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
諭
達
第
四
号
の
発
布
に
先
立
ち
、

「
教
祖
の
年
祭
を
勤
め
る
意
味
を
徹
底
さ
せ
る
こ
と
は
、
本
当

に
難
し
い
こ
と
だ
と
あ
ら
た
め
て
思
い
ま
す
」
と
お
諭
し
下
さ

い
ま
し
た
通
り
、
今
後
は
年
祭
活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
く
こ
と

が
急
務
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
う
し
た
意
味
に
お
い
て
も
、
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
の
動

員
に
、
教
区
支
部
を
挙
げ
て
取
り
組
む
こ
と
が
、
時
旬
に
相
応

し
い
活
動
と
な
り
ま
す
の
で
、
本
年
も
教
区
の
各
部
各
会
の
活

動
と
と
も
に
、
ご
協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 現

在
、
教
区
の
実
行
委
員
会
で
は
、
六
月
の
第
二
回
目
の
開

催
に
向
け
て
、
教
区
独
自
の
『
稿
本
天
理
教
教
祖
伝
』
に
学
ぶ

動
画
の
作
成
に
取
り
掛
か
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
昨
年
九
月
の
天
理
時
報
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
よ
う
に
、

教
区
管
内
十
三
支
部
の
支
援
に
な
れ
ば
と
企
画
し
た
も
の
で
、

初
回
は
八
会
場
で
上
映
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
く
ま
で
も
各
会

場
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
立
案
の
援
助
と
す
る
も
の
で
す
の
で
、
そ
れ

ぞ
れ
各
支
部
に
お
い
て
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
行
事
内
容
を
検
討

す
る
中
に
、
採
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
は
、
教
祖
年
祭
活
動
の
実
践
を

趣
旨
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
諭
達
第
四
号
の
発
布
に
先
立
ち
、

「
教
祖
の
年
祭
を
勤
め
る
意
味
を
徹
底
さ
せ
る
こ
と
は
、
本
当

に
難
し
い
こ
と
だ
と
あ
ら
た
め
て
思
い
ま
す
」
と
お
諭
し
下
さ

い
ま
し
た
通
り
、
今
後
は
年
祭
活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
く
こ
と

が
急
務
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
う
し
た
意
味
に
お
い
て
も
、
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
の
動

員
に
、
教
区
支
部
を
挙
げ
て
取
り
組
む
こ
と
が
、
時
旬
に
相
応

し
い
活
動
と
な
り
ま
す
の
で
、
本
年
も
教
区
の
各
部
各
会
の
活

動
と
と
も
に
、
ご
協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

「
立
教
百
八
十
七
年
の
年
頭
に
あ
た
っ
て
」

「
立
教
百
八
十
七
年
の
年
頭
に
あ
た
っ
て
」



11
月
23
日
、
４
年
ぶ
り
に
少
年

会
愛
媛
教
区
団
総
会
を
教
務
支
庁

に
て
開
催
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

祭
儀
式
を
今
年
、
少
年
ひ
の
き

し
ん
隊
本
部
練
成
会
に
参
加
し
た

隊
員
で
つ
と
め
、
そ
し
て
隊
員
及

び
わ
か
ぎ
層
で
座
り
づ
と
め
を
つ

と
め
さ
せ
て
頂
き
、
続
い
て
例
年

で
あ
れ
ば
各
支
部
交
代
で
お
つ
と

め
を
つ
と
め
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま

し
た
が
、
４
年
ぶ
り
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
参
加
人
数
に
不
安
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
今
年
は
、
東
・

中
・
南
予
ブ
ロ
ッ
ク
別
で
よ
ろ
づ

よ
八
首
・
前
半
下
り
を
陽
気
に
つ

と
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
少
年
会
長
様
の
御
告

辞
を
代
読
、
団
長
挨
拶
後
、
祭
主

の
武
田
一
君
の
手
に
合
わ
せ
て
三

殿
礼
拝
で
午
前
を
終
え
ま
し
た
。

昼
食
後
は
例
年
通
り
、
少
年
ひ

の
き
し
ん
隊
の
活
動
を
編
集
し
た

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視
聴
し
、
隊
員
に
感
想

や
思
い
出
を
語
っ
て
も
ら
い
、
来

年
の
参
加
を
お
願
い
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

お
楽
し
み
行
事
と
し
て
５
人
１

組
の
ポ
イ
ン
ト
ラ
リ
ー
で
順
位
を

競
い
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。当

初
心
配
し
て
い
た
参
加
人
数

で
す
が
、
少
年
会
員
130
名
、
育
成

会
員
70
名
の
合
計
200
名
と
い
う
大

人
数
に
、
感
謝
・
感
謝
で
す
。

育
成
会
員
の
先
生
方
の
ご
尽
力

に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

少
年
会
団
長

武
内
末
博

11
月
28
日
～
29
日
、
宮
和
分
教

会
を
会
場
に
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
講
習

会
を
行
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
近
年
な
か
な
か
開

催
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

宮
和
分
教
会
よ
り
大
雨
に
よ
る
斜

面
崩
落
の
危
険
回
避
の
た
め
斜
面

の
大
木
を
切
っ
て
ほ
し
い
と
の
依

頼
も
あ
り
実
施
の
運
び
と
な
り
ま

し
た
。

久
万
高
原
町
松
田
林
業
の
松
田

賢
治
講
師
よ
り
、
ま
ず
基
本
的
な

取
り
扱
い
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
方

法
等
を
習
い
、
大
木
伐
採
の
見
本

を
見
せ
て
も
ら
い
、
ど
う
や
っ
た

ら
安
全
に
正
確
な
方
向
へ
木
を
倒

せ
る
か
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
隊
員
が
実
際
に
何
本

か
切
っ
て
そ
の
都
度
細
か
く
指
導

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
し
て
交
代
で
斜
面
に
上
り
次
々

と
木
を
切
り
下
で
集
め
て
ト
ラ
ッ

ク
で
捨
て
に
行
く
と
い
う
の
を
繰

り
返
し
50
本
以
上
の
木
を
伐
採
し

ま
し
た
。

今
後
も
い
ざ
と
い
う
時
に
活
か

せ
る
よ
う
訓
練
研
修
を
重
ね
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

参
加
者
は
20
名
で
し
た
。

災
救
隊
隊
長

加
藤
和
哉

11
月
23
日
、
４
年
ぶ
り
に
少
年

会
愛
媛
教
区
団
総
会
を
教
務
支
庁

に
て
開
催
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

祭
儀
式
を
今
年
、
少
年
ひ
の
き

し
ん
隊
本
部
練
成
会
に
参
加
し
た

隊
員
で
つ
と
め
、
そ
し
て
隊
員
及

び
わ
か
ぎ
層
で
座
り
づ
と
め
を
つ

と
め
さ
せ
て
頂
き
、
続
い
て
例
年

で
あ
れ
ば
各
支
部
交
代
で
お
つ
と

め
を
つ
と
め
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま

し
た
が
、
４
年
ぶ
り
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
参
加
人
数
に
不
安
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
今
年
は
、
東
・

中
・
南
予
ブ
ロ
ッ
ク
別
で
よ
ろ
づ

よ
八
首
・
前
半
下
り
を
陽
気
に
つ

と
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
少
年
会
長
様
の
御
告

辞
を
代
読
、
団
長
挨
拶
後
、
祭
主

の
武
田
一
君
の
手
に
合
わ
せ
て
三

殿
礼
拝
で
午
前
を
終
え
ま
し
た
。

昼
食
後
は
例
年
通
り
、
少
年
ひ

の
き
し
ん
隊
の
活
動
を
編
集
し
た

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視
聴
し
、
隊
員
に
感
想

や
思
い
出
を
語
っ
て
も
ら
い
、
来

年
の
参
加
を
お
願
い
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

お
楽
し
み
行
事
と
し
て
５
人
１

組
の
ポ
イ
ン
ト
ラ
リ
ー
で
順
位
を

競
い
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。当

初
心
配
し
て
い
た
参
加
人
数

で
す
が
、
少
年
会
員
130
名
、
育
成

会
員
70
名
の
合
計
200
名
と
い
う
大

人
数
に
、
感
謝
・
感
謝
で
す
。

育
成
会
員
の
先
生
方
の
ご
尽
力

に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

少
年
会
団
長

武
内
末
博

11
月
28
日
～
29
日
、
宮
和
分
教

会
を
会
場
に
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
講
習

会
を
行
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
近
年
な
か
な
か
開

催
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

宮
和
分
教
会
よ
り
大
雨
に
よ
る
斜

面
崩
落
の
危
険
回
避
の
た
め
斜
面

の
大
木
を
切
っ
て
ほ
し
い
と
の
依

頼
も
あ
り
実
施
の
運
び
と
な
り
ま

し
た
。

久
万
高
原
町
松
田
林
業
の
松
田

賢
治
講
師
よ
り
、
ま
ず
基
本
的
な

取
り
扱
い
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
方

法
等
を
習
い
、
大
木
伐
採
の
見
本

を
見
せ
て
も
ら
い
、
ど
う
や
っ
た

ら
安
全
に
正
確
な
方
向
へ
木
を
倒

せ
る
か
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
隊
員
が
実
際
に
何
本

か
切
っ
て
そ
の
都
度
細
か
く
指
導

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
し
て
交
代
で
斜
面
に
上
り
次
々

と
木
を
切
り
下
で
集
め
て
ト
ラ
ッ

ク
で
捨
て
に
行
く
と
い
う
の
を
繰

り
返
し
50
本
以
上
の
木
を
伐
採
し

ま
し
た
。

今
後
も
い
ざ
と
い
う
時
に
活
か

せ
る
よ
う
訓
練
研
修
を
重
ね
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

参
加
者
は
20
名
で
し
た
。

災
救
隊
隊
長

加
藤
和
哉
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1
月
春
季
大
祭

添
乗
担
当
者

二
宮

哲
男

０
９
０

２
８
９
５

７
１
９
７

高
速
バ
ス
専
用
携
帯
電
話

０
８
０

２
９
９
１

７
３
７
２

【
法
人
関
係
諸
願
書
届
】

▽
宗
教
法
人
合
併
承
認
願

鏡
分
教
会
（
川
之
江
）

壬
生
川
分
教
会
（
愛
豫
）

▽
吸
収
合
併
及
び
解
散
登
記
完
了
届

興
居
島
分
教
会
（
伊
野
）

次
の
方
が
お
出
直
し
さ
れ
ま
し
た
。

慎
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、
そ
の
労
を

お
犒
い
申
し
上
げ
ま
す
。

石
川

ひ
さ
よ
さ
ん

享
年
98
才

愛
島
分
教
会
元
会
長
夫
人
（
川
之
江
）

出
直
日

立
教
186
年
11
月
29
日

12
月
10
日
現
在

宇
摩
支
部

１
件

１
５
、
０
０
０
円

新
居
浜
支
部
３
件

５
、
０
０
０
円

今
治
支
部

５
件

１
０
、
０
０
０
円

松
山
南
支
部
３
件

５
、
０
０
０
円

松
山
西
支
部
２
件

８
、
０
０
０
円

松
山
東
支
部
３
件

１
８
、
０
０
０
円

喜
多
支
部

１
件

２
、
０
０
０
円

西
宇
和
支
部
５
件

１
０
、
０
０
０
円

東
宇
和
支
部
３
件

８
、
０
０
０
円

宇
和
島
支
部
８
件

１
９
、
０
０
０
円

立
教
百
六
十
五
年
十
一
月
よ
り
各
支

部
に
開
設
い
た
し
て
お
り
ま
す
一
れ
つ

会
寄
付
金
窓
口
で
あ
り
ま
す
が
、
皆
様

方
の
ご
協
力
を
賜
り
、
件
数
も
大
幅
に

増
え
、
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
共
、
個
人
、
教
会
、
団
体
で
の

尚
一
層
の
お
心
寄
せ
の
程
、
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

1
月
春
季
大
祭

添
乗
担
当
者

二
宮

哲
男

０
９
０

２
８
９
５

７
１
９
７

高
速
バ
ス
専
用
携
帯
電
話

０
８
０

２
９
９
１

７
３
７
２

【
法
人
関
係
諸
願
書
届
】

▽
宗
教
法
人
合
併
承
認
願

鏡
分
教
会
（
川
之
江
）

壬
生
川
分
教
会
（
愛
豫
）

▽
吸
収
合
併
及
び
解
散
登
記
完
了
届

興
居
島
分
教
会
（
伊
野
）

次
の
方
が
お
出
直
し
さ
れ
ま
し
た
。

慎
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、
そ
の
労
を

お
犒
い
申
し
上
げ
ま
す
。

石
川

ひ
さ
よ
さ
ん

享
年
98
才

愛
島
分
教
会
元
会
長
夫
人
（
川
之
江
）

出
直
日

立
教
186
年
11
月
29
日

12
月
10
日
現
在

宇
摩
支
部

１
件

１
５
、
０
０
０
円

新
居
浜
支
部
３
件

５
、
０
０
０
円

今
治
支
部

５
件

１
０
、
０
０
０
円

松
山
南
支
部
３
件

５
、
０
０
０
円

松
山
西
支
部
２
件

８
、
０
０
０
円

松
山
東
支
部
３
件

１
８
、
０
０
０
円

喜
多
支
部

１
件

２
、
０
０
０
円

西
宇
和
支
部
５
件

１
０
、
０
０
０
円

東
宇
和
支
部
３
件

８
、
０
０
０
円

宇
和
島
支
部
８
件

１
９
、
０
０
０
円

立
教
百
六
十
五
年
十
一
月
よ
り
各
支

部
に
開
設
い
た
し
て
お
り
ま
す
一
れ
つ

会
寄
付
金
窓
口
で
あ
り
ま
す
が
、
皆
様

方
の
ご
協
力
を
賜
り
、
件
数
も
大
幅
に

増
え
、
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
共
、
個
人
、
教
会
、
団
体
で
の

尚
一
層
の
お
心
寄
せ
の
程
、
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一
れ
つ
会
寄
付
金
報
告

一
れ
つ
会
寄
付
金
報
告

1
月７

日

教
区
祭
（
松
山
南
支
部
）

９
日

松
山
北
支
部

例
会

松
山
東
支
部

例
会

13
日

女
子
青
年

例
会

23
日

教
区
輸
送
会
議

27
日

青
年
会
例
会

28
日

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

教
区
研
修
会

30
日

少
年
会
委
員
会

31
日

主
事
会
・
常
議
会

２
月１

日

松
山
南
支
部

例
会

２
日

松
山
東
支
部

例
会

４
日

松
山
北
支
部

例
会

13
日

教
区
祭
（
松
山
北
支
部
）

23
日

教
区
輸
送
会
議

28
日

教
区
布
教
講
演
会

29
日

主
事
会
・
常
議
会

1
月７

日

教
区
祭
（
松
山
南
支
部
）

９
日

松
山
北
支
部

例
会

松
山
東
支
部

例
会

13
日

女
子
青
年

例
会

23
日

教
区
輸
送
会
議

27
日

青
年
会
例
会

28
日

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

教
区
研
修
会

30
日

少
年
会
委
員
会

31
日

主
事
会
・
常
議
会

２
月１

日

松
山
南
支
部

例
会

２
日

松
山
東
支
部

例
会

４
日

松
山
北
支
部

例
会

13
日

教
区
祭
（
松
山
北
支
部
）

23
日

教
区
輸
送
会
議

28
日

教
区
布
教
講
演
会

29
日

主
事
会
・
常
議
会

諸

願

書

受

理

諸

願

書

受

理

教

区

の

予

定

教

区

の

予

定

天

理

直

行

高

速

バ

ス

天

理

直

行

高

速

バ

ス

教

区

一

れ

つ

会

よ

り

教

区

一

れ

つ

会

よ

り

訃

報

訃

報

愛媛教区 三年千日スローガン愛媛教区 三年千日スローガン

愛媛っ子 いつも心に ひながたを愛媛っ子 いつも心に ひながたを
年祭活動目標

・全支部で、「みおしえ学習会」を毎年１回開催する。

・各支部で「にをいがけ日」を設定し、毎月順番に支部内全教会を拠点に、

にをいがけ活動を行う。

年祭活動目標

・全支部で、「みおしえ学習会」を毎年１回開催する。

・各支部で「にをいがけ日」を設定し、毎月順番に支部内全教会を拠点に、

にをいがけ活動を行う。


